




















Toward the Cooperation between Arabic Linguistic Studies and 
Arabic Class Guidance:  







デンマーク語 週 オランダ語 週 フランス語 週 
イタリア語 週 ノルウェー語 週 ポルトガル語 週 
ルーマニア語 週 スペイン語 週 スウェーデン語 週 

第２類 第１類よりも習得に若干時間がかかる言語 習得所要時間： 週間 授業時間相当 
ドイツ語 週  ハイチクレオール語 週 インドネシア語 週 




アルバニア語 アムハラ語 アルメニア語 アゼルバイジャン語 
ベンガル語 ブルガリア語 ビルマ語  チェック語 
ダリー語  エストニア語 現代ペルシア語 フィンランド語 
グルジア語 ギリシア語 グジャラート語 ハウサ語 
ヘブライ語 ヒンディー語 ハンガリー語 アイスランド語 
カザフ語  クメール語 クルド語  キルギス語 
ラオス語  ラトビア語 リトアニア語 マケドニア語 
モンゴル語 ネパール語 パシュトー語 ポーランド語 
ロシア語   ｾﾙﾎﾞ ｸﾛｱﾁｱ語 シンハラ語 スロバキア語 
スロベニア語 ソマリ語  タガログ語 タジク語 
タミール語 テルグ語  タイ語  チベット語 
トルコ語  トルクメン語 ウクライナ語 ウルドゥー語 
ウズベク語 ベトナム語 （原注：リストは網羅的ではない） 

第４類 最難関言語（6XSHUKDUGODQJXDJHV） 英語を母語とする話者にとって格別に難しい言語
習得所要時間： 週間 授業時間相当 
















































































































































音として説明する場合も多いが［黒柳 1976: 6; 竹田 2010: 23; 竹田 2013: 13］、
やがて学生は本来の二重子音としての機能を忘れてゆく。また、子音の th, 
d, dh, ṭ, ḍは後続する t と同化するのが一般的であり［池田 1976: 9］、例えば
wajadta は付属CDを含め「ワジャッタ」と発音されるのだが、「ワジャドタ」13























ある14。不規則複数とはいっても、たいていは fu‘ulun, fi‘ālun, fu‘ūlun, fu‘alā’u, 
fu‘lānun, ’af‘ulun, ’af‘ālun, ’af‘ilā’u, fa‘ālilu, fa‘ālı̄lu の10とおりに集約される






している［池田 1976: 55;ライト 1987 vol.1: 158-159］。例えば最初期に習う表
現に「おはようございます」にあたる“s ̣abāḥ al-khayr”がある。直訳すれば






ある fā‘ilun、能動分詞強意形の fa‘‘ālun型、fa‘ı̄lun型と fā‘ilun型の強意形であ
る fa‘ūlun型、受動分詞であるmaf‘ūlun型、色を示す ’af‘alu型、「怠惰な」「怒っ
ている」など性格や状態などを示す動詞から派生した形容詞の fa‘lānu型に大
別され［池田 1976: 55-56; ライト 1987 vol.1: 197-204］、fa‘ı̄lun型と ’af‘alu型





合、動名詞は主に fa‘lun, fa‘alun, fa‘ilun, fa‘ālatun, fu‘ūlun, fu‘ūlatun ［池田 1976: 
157; 黒柳 1976: 66］ をとり、fā‘ilunが能動分詞、maf‘ūlunが受動分詞である。
また、「場所と時を示す名詞」は maf‘alun, maf‘ilun の二種、器具名詞は古典
期にmif‘alun, mif‘ālun, mif‘alatun の三種、現代ではさらに fa‘‘ālatun, fi‘ālun, 


























































































































































































































述語の間に主語に対応する人称代名詞を置く［池田 1976: 81; 牧野 1979: 142; 



















































時制 相 法性 備考
完了形















複合形① 未来 完了 sawfa/sa- 未完了形




















































10～20％程度）に属する［郡司 2011: 2; 山本 2002: 85］。完了形の語末の変化










































بأأ بنا / ن◌ـِي )كتا نبِي(/◌ـ ننِي) بض بر بب ننِي(
ب◌ تنب◌ ر◌ـ تت) بد بر رس تتُ، بش نر رب تتُ، بك تب رر تت(




بن رح تن     /◌◌◌ـ بنا )كتاب بناُ، بض بر بب بنا(
ب◌ تنب◌ ر◌ـ بنا ) بد بر رسناُ، بش نر رب بناُ، بك تب رر بنا(
بنـ ر◌ تنب◌ ت◌ ) بن رش بر تبُ، بن رع نر تفُ، بن رك تت تب(
たなあ
男貴
بأأ رن بت   /◌◌◌ـ بك )كتاب بكُ، بض بر بب بك(
ب◌ تنب◌ ر◌ـ بت ) بد بر رس بتُ، بش نر رب بتُ، بك تب رر بت(
بتـ ر◌ تنب◌ ت◌ ) بت رش بر تبُ، بت رع نر تفُ، بت رك تت تب(
たなあ
女貴
بأأ رن نت   /◌◌◌ـ نك )كتاب نكُ، بض بر بب نك(
ب◌ تنب◌ ر◌ـ نت ) بد بر رس نتُ، بش نر رب نتُ، بك تب رر نت(







بأأ رن تت رم   /◌◌◌ـ تك رم )كتاب تك رمُ، بض بر بب تك رم(
ب◌ تنب◌ ر◌ـ تت رم ) بد بر رس تت رمُ، بش نر رب تت رمُ، بك تب رر تت رم(
بتـ ر◌ تنب◌ ت◌ـُو بن ) بت رش بر تبُو بنُ، بت رع نر تفُو بنُ، بت رك تت تبُو بن(
れそ／れか
れ其／彼
ته بُو   /◌◌◌ـ ته )كتاب تهُ، بض بر بب ته(
ب◌ تنب◌ ب◌ ) بد بر بسُ، بش نر ببُ، بك تب بر(





نه بِي   /◌◌◌ـ بها )كتاب بهاُ، بض بر بب بها(
ب◌ تنب◌ ب◌ـ رت ) بد بر بس رتُ، بش نر بب رتُ، بك تب بر رت(




ته رم   /◌◌◌ـ ته رم )كتاب ته رمُ، بض بر بب ته رم(
ب◌ تنب◌ ت◌ـُوأ ) بد بر تسُوأُ، بش نر تبُوأُ، بك تب ترُوأ(





［牧野 1979: 76-77］。属格はアラビア語で jarrつまり牽引を意味し、属格の名
詞は前置詞に「牽引されている」（majrūr）と見なされている［ライト 1987 
vol.1: 326, 388, vol.2: 471］。属格の名詞が「牽引されている」と想像できれ
ば、その前方に注目すべきであることは自明である。他に属格の主な用法と
しては前述の「イダーファ」があるが、これも属格の名詞が前方の名詞など




　ⅰ）「動詞 ＋ 動名詞・対格 ＋（形容詞・対格）」で動名詞が同族目的語 




名詞・対格が省略され、「動詞 ＋ 形容詞・対格」が残る場合もある［Ni‘mah 
n.d. vol.1: 69-71］。
　ⅱ）「心象に関わる動詞の動名詞・対格」で行為の原因や目的を示す［ライ
ト 1987 vol.2: 231-232］。
　ⅲ）「時や場所を示す名詞・対格」で行為の時点・期間・場所・空間を示す
［ライト 1987 vol.2: 206-212］。前置詞とほぼ同様の用いられ方をする物も多
い（例：～の前に）［Ni‘mah n.d. vol.1: 73-71］。
　ⅳ）「動詞 ＋ 能動分詞／受動分詞／形容詞／動名詞／実名詞・対格」で行
為時の主語／目的語の状態を示す［ライト 1987 vol.2: 212-231］。ただ、動名




















　副詞がないだけでなく、アラビア語には助動詞もない［牧野 1979: 84 ;中
江 1993: 12］。代わりに動詞や辞詞［西尾 1988: 153-155］、前置詞 ＋ 定冠詞
＋ 形容詞［内木 1989: 179-183;松尾 2013b: 448-457］、前置詞 ＋ 名詞／代名
詞［内木 1989: 118-123］などを用いてモダリティ（法性）を表すのだが、こ
こで重要な役割を果たすのが ’anという接続詞［池田 1976: 90, 232; 牧野 1979: 
91］34ないし「動名詞の代用をなす不変化詞」［ライト 1987 vol.2: 46, 242］で
ある。例えば、「私はアラビア語を話せます」という表現は、’anに未完了形
接続法を後続させ（例：’an ＋「私はアラビア語を話す」）、「私がアラビア語
を話すことは、私にとって可能である」となる。あるいは、英語で It is ~ that 
---とされる表現も、仮主語をとることなく前置詞 ＋ 定冠詞 ＋ 形容詞 ＋ ’an
＋未完了形接続法で表現する［内木 1989: 179-183］。このように、’an＋未完
了形接続法はアラビア語の表現にとって重要であり、最近の教科書や単語帳

















５．　Ⅴ形　    �َ�َّ�َ�َء◌َ◌َّ◌َـ�َء 　第Ⅱ形の意味の再帰（＋時間・努力）
　①第Ⅱ形の再帰形、受身　②名詞の動詞化
　③自己主張、自己推量　＜大きい→自己を偉大だと思う、うぬぼれる＞
６．　Ⅵ形　    �َ�َا�َ�َء◌َ◌َاـ◌َـ�َء 　相互作用（行ったり来たり）
　①第Ⅲ形の再帰形（自ら～する）　～のふりをする（騙す　→　騙されたふりをする）
　②相互作用　（互いに～する）　通常主語が双数ないし複数形をとる
７．　Ⅶ形　    �َ�َ�َ�ْاِء◌َ◌َ◌َـ�ْاِء 　受身
　①基本形の再帰形ないし受身
　　但し、意味合いは受身（例：壊される）よりも、自動詞に近い（例：壊れる）
８．　Ⅷ形　    �َ�َ�َ�ْاِء◌َ◌َـ�َـ◌ْاِء 　はっきりした意味傾向なし
　①基本形の再帰形（自ら～する）　他動詞の自動詞化
　②相互作用（Ⅵ形）　③受身　④自分のために～する　⑤原型と同意　⑥抽象化
９．　Ⅸ形　    �َّ�َ�ْاِء◌َّ◌َ◌ْاِء 　色の変化
　①色・肉体上の欠陥を示す
　※四語根動詞の派生形はⅨ形と似る




出典：太田敬子先生の講義録、[池田 1976:107-116; 黒柳 1976:116-149; 竹田 2013:100-119; 
ライト 1987 vol.1:47-70; 新妻 2009:156-183]を参照し、筆者作成
太 ［ 76: 107-116］、黒柳［ 976: 116-149］、竹田［2013: 































































































































































































































16 比較級と最上級は一括りに「優劣表示名詞」と呼ばれる［池田 1976: 157］。
17 名詞文の述語・述部は「情報」、「告知」、「言明」（khabar）と呼ばれる［ライト 1987 vol.2: 
471］。
18 名称としては不完全動詞［池田 1976: 149］、否定動詞［榮谷 2016: 75］などがある。中江

























24 アラビア語教科書では要求法、短形などと表記されるのが一般的である［小杉 2009: 89］。
25 未完了形接続法および希求法（要求法）が「なんらかの程度の可能性、不確実性を含」む
用法であるとの分析もあるが［牧野 1979: 91-92］、少なくとも希求法が lamを伴った場合
には当てはまらない。
26 日本語学では誤解を招かぬようにル形、タ形、テイル形などの用語を用いている。例え






29 未完了形と能動分詞の相似は派生形の場合に顕著であり、Ⅱ形であれば yufa‘‘ilu と
mufa‘‘ilun、Ⅲ形であればyufā‘iluとmufā‘ilun、Ⅳ形はyuf‘iluとmuf‘ilun、Ⅶ形はyanfa‘ilu
とmunfa‘ilun、Ⅷ形はyafta‘iluとmufta‘ilun、Ⅸ形はyaf‘alluとmuf‘allun、Ⅹ形はyastaf‘ilu




































・ 黒柳 恒夫・飯森 嘉助，1976『アラビア語入門』泰流社．
・ 郡司 隆男，2011「日本語はどんな言語か?　―類型論的観点からの日本語―」『Theoretical 
and Applied Linguistics at Kobe Shoin』第14巻、神戸松蔭女子学院大学学術研究会．










・ 四戸 潤弥，1996『現代アラビア語入門講座』2 vols.，東洋書店．
・ 鈴木 董，2000『オスマン帝国の解体』筑摩書房．












（māhiyyah）」井筒 俊彦・三浦伸夫訳， 井筒 俊彦等編『岩波講座 東洋思想』第4巻,　岩
波書店．
・ 新妻 仁一，2009『アラビア語文法ハンドブック』白水社．



















・ ライト W，1987『アラビア語文典』後藤三男訳，2 vols.，ごとう書房．
・ al-Ḥamw, Aḥmad, 1989, Muḥāwalah Alsunı ̄̄yah f ı ̄ al-A‘lāl, ‘A¯lam al-Fikr, vol.20, no.3, Kuwait: 
Wizārah al-I‘lām.
・ Ni‘mah, Fu’ād, n.d., Mulakhkhaṣ  Qawā‘id al-Lugah al-‘Arabı ̄ya, 2 vols., 9th ed., n.p.
